
◎工事設計書の２次単価表以降における端数処理について

単価表の単価数量当りの合計金額については諸雑費が計上されていな
い場合、有効数字4桁となるよう5桁目以降を自動的に切捨てる処理を
行っています。
（例） 合計額12,298.77円÷1m3

＝12,298.77円/m3（単位数量当りの合計金額）
＝12,290円/m3 ←端数を切捨て（有効数字４桁に調整）

端数処理（例）
※単価はダミー


